









































【はじめに】当院では、2013年4月にda vinci S(S) が導入されて以来ロボット支援下前
立腺全摘出術(RALP)320件、2016年4月よりロボット支援下腎臓部分切除術(RAPN)21


































































































































を示した（それぞれP ＜0.05, P ＜0.01）。【考察】本研究において，いずれの輸液用ア
ルブミン製剤でもチオール酸化やカルボニル化が，若年者群のそれらに比べて有意に
高かったが，その理由として，ヒト血清の大量プールからの精製・滅菌・保存過程に
おいて，活性酸素種への曝露や自動酸化によって酸化修飾が進んだものと推察された。
